







平日 ~i芭の開通も予定されているなど 、 i向規絡道路網が発達 してきており 、 駐車外からの観光
司?袈等の獲得や、高速パス路線網の発述等が期待される一方で、買い物客:等の他地域への











間は 3年間であり、 2年 長lとなる平成 25年度には f航笠綱を生かした和歓山市の発展方
向j をテーマとした。また、これと並行し、自主研究として「和飲山市総合交通まちづく
り計画研究会Jを|掛俄した。研究会は後述のメンバーと、多数のオブザーパーの参加のも
とでiJ!iめられた。日 程と報~者 ・ 事U t古ー テーマは次の i泊りであった.
第一回 5/22 参加者 14:s 
1 .本年度研究会のiJ!iめ方 ・内総・について
m二回 6/ 1 9 参加者 74'，
関西i羽際空港の現状と成長戦略(辻本 (資料提供は手口敏山保j-j' 氷尾氏)) 
和歌山県 ・ 市における隣~活用の計[固と実績について
(辻本 (資料提供は:ftl歌山県庁 永尾氏)) 
3.市経済界における|刻笠活用の取り組み事例について(和歌IJ商工会滋所 中t彼氏)
第三回 7/1 3 参加者 14:s 
30
平成 25年度 'I~li'i徹也
] 朕J ~ (航~網)を活かした希1 ~故山市の発展方策についてのアイデア li~ し(各参加者ーよ
り)
2 研究対象とすべき園内外中焼敏都市の交通計値i(辻本)





第五回 10/30 参加者 13名
1 .和歌山市来初観光治:の県内流動について(辻本)
2 和敏山市が三次交通の望書衡になれば(わかやま NPOセンタ一 志場氏)
3.柏市都市 '.t1!!峻総合交通戦略について(経淡学部 j様同氏)




第七回 1/1 7 参加者 1 0 ~
1 .手口敏1J9;~ の t銭外マーケ y トの可能性(経済学線 上野氏)
2 今後、関西(大阪市以南}や以内において、ポイントになるような動きについて(紹
介) (拘歌山県庁 永尾氏)













































(注 iri ・lH舎については平成 25年度時点)
平成 26年度 和歌山地媛経済研究後事前シンポジウム
『持続可能なまちづくりを目織して~わかやま!LOHAS 2040-J 
(活動報告の記事を参照)
[メンバー1
主査本下級夫
大pq 忠志
中古J< 阪俊
竹間 3庭珊i
{一財)和歌山社会経済研究所常務理!.'J~ 
(-jl{)和歌山社会総務研究所研究部長
(一財)和歌山社会経済研究所主任研究員
{ー 財)和J歌山社会経済研究所研究只
